
第三部は、国の大学政策・教員養成政策の転換
を契機に、大学として新たな可能性を切り拓こ
うとしてきた本学の歩みを、現在に至るまでた
どります。

第三部

発展し続ける東京学芸大学
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第
三
部
で
扱
う
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
本
学
の
教
育
体
制
は
、
国
が
大
学
政
策
・
教
員
養
成
政
策

に
お
い
て
次
々
と
新
し
い
方
針
を
打
ち
出
す
中
で
、
矢
継
ぎ
早
に
改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

一
九
八
八（
昭
和
六
三
）
年
の
新
課
程（
教
養
系
）
の
設
置
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
た
。
各
章
で
取

り
上
げ
る
大
学
が
め
ざ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
改
革
の
方
向
性
と
、
そ
の
も
と
で
学
生
と
教
職
員
が
い
か
に

学
び
の
場
を
創
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
か
を
み
て
い
き
ま
す
。

こ
の
間
、
二
〇
〇
四
年
に
は
国
立
大
学
の
法
人
化
が
行
わ
れ
、
本
学
を
含
め
日
本
の
国
立
大
学
の
有

り
様
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
教
員
養
成
系
大
学
で
あ
る
本
学
は
、
国
立
大
学
全
体
の
改
編

に
加
え
、
そ
の
都
度
の
教
員
養
成
政
策
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
二
重
三
重
の
枠
組
み
の
中
で
、

新
た
な
教
育
と
研
究
の
可
能
性
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
今
に
つ
な
が
る「
近
い
歴
史
」を
捉
え
返
し
、

学
生
と
教
職
員
の
息
吹
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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め
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こ
の
第
三
部
で
述
べ
ら
れ
る
東
京
学
芸
大
学
の
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
展
開
は
、
同
時
代
的
な
日
本
の
教
育
政
策
を
背

景
と
し
、
そ
の
時
々
の
政
策
動
向
を
見
据
え
つ
つ
本
学
が
模
索
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
々
の
教
育
政

策
に
本
学
の
教
職
員
や
学
生
が
み
な
賛
同
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
矛
盾
を
は
ら
ん
で
打
ち
出
さ
れ
る
諸
施
策

に
相
当
の
疑
問
や
抵
抗
を
覚
え
つ
つ
も
、
そ
の
中
で
与
え
ら
れ
た
外
的
条
件
を
踏
ま
え
て
本
学
な
り
の
教
育
研
究
の
改
善

策
を
誠
実
に
模
索
し
て
き
た
、
と
総
括
で
き
よ
う
。 

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
の
本
学
に
お
け
る
新
課
程
（
教
養
系
）
の
設
置
は
、
一
九
八
四
年
六
月
に
大
学
設
置
審
議
会

の
大
学
設
置
計
画
分
科
会
が
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
獣
医
師
、
教
員
及
び
船
舶
職
員
の
養
成
」
に
つ
い
て
「
お
お
む
ね
必

要
と
さ
れ
る
整
備
が
達
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
拡
充
は
予
定
し
な
い
」
と
打
ち
出
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
る
。

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
つ
い
て
は
新
増
設
を
行
わ
な
い
こ
と
に
加
え
、
入
学
定
員
の
一
部
を
他
学
部
に
振
り
替
え
る
、

あ
る
い
は
教
員
養
成
系
学
部
の
中
に
教
員
以
外
の
職
業
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
課
程
等
（
つ
ま
り
は
新
課
程
）

を
設
け
る
、
と
い
う
形
で
規
模
の
縮
小
が
求
め
ら
れ
た
が
、
教
育
学
部
の
み
の
単
科
大
学
で
あ
る
本
学
の
場
合
は
第
一
の

オ
プ
シ
ョ
ン
は
採
り
得
ず
、
教
育
学
部
の
中
に
、
教
育
系
と
は
別
に
新
し
い
課
程
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
旨
と
す
る

教
養
系
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
経
緯
で
本
学
の
教
養
系
（
二
〇
一
五
年
よ
り
教
育
支
援
系
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
く
二
つ
の
制
約
を
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生
ん
だ
。
一
つ
は
、
教
員
を
増
や
さ
ず
に
教
育
学
部
を
分
割
し
て
新
た
な
教
育
組
織
を
作
っ
た
た
め
に
、
教
養
系
の
専
攻

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
限
定
さ
れ
、
当
初
よ
り
「
教
養
学
部
」
と
し
て
設
置
し
た
大
学
（
東
京
大
学
な
ど
）
に
比
べ
て
困
難
が

あ
っ
た
一
方
、
従
前
の
教
員
養
成
課
程
（
教
育
系
）
の
各
教
育
組
織
も
小
規
模
化
・
弱
体
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
教
養
系
を
教
育
系
と
は
別
立
て
で
設
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
、
横
断
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
な
ど
相
互
の
連
携
に
難
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
退
職
者
の
後
任
を
異
な
る
分
野
で
採

用
す
る
な
ど
の
人
事
計
画
で
対
応
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
で
対
応
し
て
は
い
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
長
く
尾
を
引
い
て
い
る
。 

日
本
の
人
口
動
態
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が
大
学
進
学
を
迎
え
た
後
は
学

齢
期
の
児
童
生
徒
の
急
激
な
減
少
（
そ
れ
に
伴
う
教
員
の
需
要
減
）
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
教
員
養
成
課
程
を
縮

小
・
削
減
し
て
他
の
教
育
組
織
に
転
換
す
る
と
い
う
政
策
は
一
定
の
合
理
性
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
縮
小
・
削
減
の
規
模

を
政
策
サ
イ
ド
が
策
定
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
、
卒
業
生
の
教
員
就
職
率
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
学
の
新
課

程
（
教
養
系
）
が
最
大
規
模
（
一
学
年
四
七
五
名
）
と
な
る
の
は
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
九
八
年
か

ら
の
三
年
間
で
教
員
養
成
課
程
の
定
員
を
五
〇
〇
〇
人
削
減
す
る
と
す
る
政
府
の
方
針
を
受
け
て
の
対
応
で
あ
る
。
そ
の

「
五
〇
〇
〇
人
」
と
い
う
数
値
は
、
当
時
の
文
部
省
の
担
当
官
に
よ
れ
ば
「
二
〇
〇
四
年
度
の
教
員
の
採
用
見
込
み
」
に

対
し
て
「
教
員
養
成
課
程
の
卒
業
生
の
教
員
就
職
率
を
平
均
で
六
〇
％
」
と
し
た
試
算
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い

う
。 本

学
（
特
に
学
部
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
は
、
そ
の
時
々
の
政
府
の
施
策
に
対
応
し
て
の
教
育
組
織
の
改
編
に
加

え
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
（
一
九
九
一
年
度
）
や
教
育
職
員
免
許
法
の
度
重
な
る
改
訂
（
一
九
八
八
年
・
一
九
九
八
年
・
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二
〇
〇
七
年
な
ど
）
を
も
契
機
と
し
て
、
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
契
機
の
い
く
つ
か
は
、
日
本
の
大
学
全
体

に
及
ぶ
も
の
で
も
あ
る
が
、
特
に
本
学
の
場
合
、
教
員
養
成
課
程
（
教
育
系
）
に
お
い
て
は
教
員
免
許
状
取
得
の
た
め
の

科
目
を
す
べ
て
必
修
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
教
育
職
員
免
許
法
関
係
の
動
き
が
そ
の
都
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
広
汎
に
影
響
す
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。 

本
学
教
養
系
設
置
の
契
機
と
な
っ
た
抑
制
策
は
、
そ
の
後
二
一
世
紀
初
頭
に
規
制
緩
和
を
旨
と
す
る
政
策
の
中
で
見
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
教
員
養
成
分
野
に
お
け
る
抑
制
策
が
撤
廃
さ
れ
、
こ
れ
以
降
に
小
学
校
と

幼
稚
園
の
教
員
養
成
を
行
う
私
立
大
学
が
激
増
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
年
（
二
〇
〇
四
年
）
に
は
国
立
大
学
の
法
人
化
が

行
わ
れ
、
各
国
立
大
学
は
そ
れ
ま
で
の
国
立
学
校
設
置
法
に
基
づ
く
均
質
性
の
高
い
運
営
を
脱
し
て
、
公
私
立
も
含
め
た

競
争
的
な
環
境
の
中
で
の
個
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
立
大
学
の
中
で
も
教
員
養
成
系
は
、
教
員
養
成
に
お

い
て
独
自
性
を
発
揮
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
は
（
私
立
大
学
と
は
異
な
り
）
教
員
養
成
に
国
費
を
直
接
に
投
入
す
る

こ
と
の
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
果
た
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
延
長
線
上

に
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
各
国
立
大
学
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
が
（
ま
ず
医
学
・
工
学
・
教
員
養
成
の
三
分
野
か
ら
）

行
わ
れ
、
教
員
養
成
系
学
部
に
は
教
員
採
用
率
の
目
標
設
定
や
新
課
程
の
原
則
廃
止
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。 

本
学
の
教
養
系
が
廃
止
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
新
た
に
教
育
支
援
系
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
こ
う
し

た
経
緯
を
背
景
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
教
育
学
部
」（ 

 「
教
養
学
部
」）
で
あ
る
以
上
は
教
育
に
関
わ
る
人
材
養
成
を
学

部
教
育
の
基
軸
に
す
る
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
政
策
的
に
要
請
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
旨
と
す

る
「
教
養
系
」
の
看
板
を
下
ろ
し
、
学
校
外
で
「
教
育
支
援
」
を
行
う
専
門
家
を
育
て
る
教
育
組
織
を
再
構
築
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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大
学
院
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
対
す
る
施
策
と
連
動

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
本
学
の
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
の
学
生
定
員
は
二
〇
〇
二
年
度

に
三
〇
九
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
「
五
〇
〇
〇
人
削
減
」
へ
の
対
応
と
し
て
本
学
の
教
員
養
成
課
程
（
教

育
系
）
を
削
減
し
た
分
を
、
新
課
程
（
教
養
系
）
だ
け
で
な
く
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
増
員
で
吸
収
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
当
然
、
大
学
院
の
側
に
ニ
ー
ズ
の
拡
大
が
あ
っ
た
ゆ
え
の
拡
充
で
は
な
い
た
め
、
昼
夜
開
講
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・

学
部
大
学
院
一
貫
・
短
期
履
修
・
長
期
履
修
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
さ
ら
な
る
入
学
者
の
開
拓
に
挑
戦

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
二
一
世
紀
初
頭
か
ら
の
高
等
教
育
政
策
に
お
い
て
、
研
究
者
養
成
と
高
度
職
業
人

養
成
を
別
系
統
と
し
、
後
者
を
専
門
職
大
学
院
で
行
う
方
針
が
採
ら
れ
る
な
か
、
教
員
養
成
の
専
門
職
大
学
院
＝
教
職
大

学
院
を
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
教
職
大
学
院
は
、
修
了
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
不
充
分
で

あ
る
な
ど
制
度
設
計
に
難
が
あ
り
、
本
学
で
は
当
初
比
較
的
小
規
模
な
も
の
（
学
生
定
員
三
〇
名
）
と
し
て
設
置
し
た
が
、

前
述
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
以
降
に
国
立
教
員
養
成
系
の
大
学
院
は
原
則
と
し
て
教
職
大
学
院
に
一
本
化
す
る
方

針
が
示
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
国
内
最
大
規
模
（
二
一
〇
名
）
と
な
っ
た
。 

附
属
学
校
園
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
の
「
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
学
部
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇

談
会
」（
高
等
教
育
局
に
設
置
さ
れ
た
懇
談
会
）
の
報
告
書
の
中
で
「
同
一
校
種
複
数
校
」
の
見
直
し
が
提
言
さ
れ
た
こ
と
の

影
響
が
大
き
い
。
本
学
の
場
合
、
旧
第
一
師
範
男
子
部
（
世
田
谷
）・
同
女
子
部
（
竹
早
）・
第
二
師
範
（
小
金
井
）・
第
三
師

範
（
大
泉
）
に
そ
れ
ぞ
れ
附
属
の
小
学
校
・
中
学
校
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
が
、
附
属
学
校
の
い
わ
ゆ
る
「
エ
リ
ー

ト
校
化
」
と
も
関
連
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
泉
の
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
の
設
置
（
二
〇
〇
七
年
）

や
、
各
附
属
学
校
園
で
の
独
自
の
教
育
研
究
の
活
性
化
は
、
こ
う
し
た
動
向
を
背
景
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
附
属
学
校
の
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規
模
に
つ
い
て
は
、「
国
立
教
員
養
成
大
学
・
学
部
、
大
学
院
、
附
属
学
校
の
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
報
告
書

（
二
〇
一
七
年
八
月
）
の
中
で
縮
小
が
打
ち
出
さ
れ
、
本
学
に
お
い
て
も
段
階
的
に
削
減
を
行
っ
て
い
る
。 

た
だ
し
幸
い
な
こ
と
に
本
学
は
東
京
に
位
置
し
て
お
り
、
日
本
の
教
員
養
成
系
大
学
の
中
で
最
古
の
伝
統
を
も
っ
て
い

る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
国
内
外
の
連
携
や
発
信
を
行
う
う
え
で
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
こ
う
し
た
展
開
を
行

う
う
え
で
の
好
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
協
定
校
や
留
学
生
の
多
さ
も
そ
の
現
れ
で
あ
る
し
、
前
述
の
国
際
中
等
教
育

学
校
は
日
本
国
内
で
の
Ｉ
Ｂ
教
育
の
嚆
矢
と
も
い
え
る
取
り
組
み
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
研
究
面
に
お
い
て
も
、
旧
国

立
学
校
設
置
法
下
で
の
全
国
共
同
利
用
施
設
を
二
件
（
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
・
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

有
す
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
教
育
研
究
の
中
核
的
な
存
在
と
し
て
の
基
盤
も
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
的
リ

ソ
ー
ス
は
二
〇
二
二
年
度
か
ら
の
「
教
員
養
成
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
大
学
」
指
定
に
伴
っ
て
先
端
教
育
人
材
育
成
推
進
機
構

へ
と
発
展
的
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
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